
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 桜山中学校 ）     学校番号 ２５４                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 学べ 磨け 輝け        

目 指 す 学 校 像 ○生き生きと学ぶ学校 ○豊かな心を育む学校 ○安心で安全な学校 ○地域とともに歩む学校        

          

重 点 目 標 

～創意を生かし、生徒のWell-beingを高める学校づくりを推進する～ 
１教職員の指導力を高め、授業力の向上・充実を図り、生徒の基礎学力、学ぶ意欲の向上を図る。 
２一人ひとりを大切にした積極的な生徒指導、教育相談活動を展開し、すべての生徒にとって居場所のある魅力的な学校を目指す。 
３家庭及び地域との連携の一層の強化を図り、信頼され、愛される学校づくりを推進する。 
４安心・安全で、「学びの場」にふさわしい教育環境づくりを一層推進する。 
５基礎体力と機動力のある組織づくりを一層推進する。  

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和８年２月２日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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〈現状〉 

〇全国学力・学習状況調査並びに市学習状況調査の結果か

ら、それぞれ全国平均、市平均と比べ低くなっている。 

〇アンケート結果から、計画的な家庭学習が習慣化しておら

ず、基礎的・基本的な事項が定着していない生徒が多い。 

〇学習意欲はあるが、学習法、学習環境に課題がある生徒が

多く、体験的な活動についても経験が少なく自ら課題を設

定、解決しようとする様子が少ない。 

〈課題〉 

〇全国学力学習状況調査において、無回答率が全国平均より

多く、基礎学力の定着及び活用する力に課題がある。 

〇中学校入学段階で、基礎学力の定着状況に大きな個人差が

みられる。 

〇家庭学習時間を確保する必要がある。 

〇基礎的・基本的事項の定着させる必要がある。 

〇実践的・体験的な活動を充実させる必要がある。 

〇自己肯定感、有用感の高まりによる意欲の向上を図る必要

がある。 

〇一人一台端末

の活用と学び

の自律化に向

けた授業改善 

〇一人一台端末の活用を進め、興味関心に対応した個

別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図

る。 

〇学力向上カウンセリング学校訪問を実施し、「『学

びのポイント』（じ・し・ゃ・ク）」に基づいた授

業づくり研修を行う。 

〇カリキュラムマネジメントの充実、実践的・体験的

な活動、地域と連携した活動を重視した学習を推進

する。 

〇SSSPを推進し、生徒が自分の学びの足跡や、友達の

学習過程を確認しながら、自らの学びを調整し自分

の力で学習を進められるようにする。 

〇さいたま市学習状況調査の結果「学校

で自分の考えをまとめ発表する場面で

ICT 機器を使っているか」について前

年度（18.8％）より向上したか。 

〇学びの指標「主体的な学び」について

前年度（3.27）より向上したか。 

〇学びの指標「ICT の効果的な活用」に

ついて前年度（2.9）より向上した

か。 

〇さいたま市学習状況調査の結果「学校

で自分の考えをまとめ発表する場面で

ICT機器を使っているか」について前年

度の 18.8％から 30.6％へと向上した。 

〇学びの指標「主体的な学び」は 3.21 で

前年とほぼ横ばいであった。 

〇「ICTの効果的な活用」は 2.9で、こち

らも横ばいであった。 

Ｂ 

〇ICT 活用のさらなる充実を課題として捉え、学

習目的を明確にした上で発表や振り返りなどで

効果的に活用できる場面を計画的に拡充する。 

〇主体的学習の一層の深化が課題と捉え、課題選

択型授業とスタディログの活用により学習過程

を可視化し自己調整力を高める。 

〇授業改善を継続的に進める体制づくりを課題と

して捉え、学びのポイントを踏まえた研修の継

続やカリキュラムマネジメントの強化を通し

て、教科横断的な視点から学習内容と指導の一

貫性を高める。 

 

〇これまでの取組みについて、非常

に建設的な意見が盛り込まれてい

ると評価された。 

〇単にタブレットを使うだけでな

く、情報をどう検索し、アプリを

どう効果的に道具として使いこな

すかといった「学び方（活用）」

そのものを指導することが必要で

あるとの意見が共有された。ま

た、子どもたち個々の進度に応じ

た学びと、集団で学ぶ場面を効果

的に組み合わせるために ICT の活

用が効果的であることの意見があ

った。  

  

〇基礎的・基本的

事項の定着 

〇学習に対する達

成感・成就感を

味わう経験の充

実 

〇朝読書の時間の取り出し学習等、積極的な学習機会

を提供する。 

〇さくらチャレンジスクールの参加を促す。 

〇保護者会、学校だより、学年だより等を通じて家庭

での学習環境の整備を啓発する。 

〇小・中共通の目標である「基礎学力の向上」と「豊

かなかかわりの充実」を踏まえ研修体制を整える。 

〇学校評価生徒アンケート「学校へ行くの

を楽しみにしている。」について前年度

(91.0%）より向上したか。 

〇さいたま市学習状況調査の結果「勉強は

好 き で す か 。 」 に つ い て 前 年 度

（67.1％）より向上したか。 

〇学校評価生徒アンケート「学校へ行くのを楽

しみにしている。」について肯定的な回答が

90.7％で、前年とほぼ横ばいであった。 

〇さいたま市学習状況調査の結果「勉強は好き

ですか。」は前年度 67.1％から 65.0％とな

り、やや低下が見られた。 

Ｂ 

〇学習への向き合い方に個人差が見られることを

課題と捉え、地域連携を生かした体験活動を計

画化し学びの有用感を高める。 

〇学びの個別最適化と協働性の不足が課題である

ことに対し、特性に応じた課題設定と協働的活

動を組み込む授業設計で学習意欲を高める。 
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〈現状〉 

〇全教育活動の中で思いやりの心や生命を尊重する心が養わ

れており、いじめや差別のない学校づくりに取り組んでい

ると９割以上の生徒はとらえている。また、生徒の悩みや

相談に応じる体制ができていると９割以上の生徒はとらえ

ている。 

〇不登校傾向にある生徒について、本人とともに家庭的な支

援が必要と思われる家庭も多い。 

〈課題〉 

〇不登校生徒への個別支援が必要である。 

〇生徒一人ひとりに応じたきめ細かい支援が必要である。 

〇医療機関、福祉関係機関との連携が必要である。 

〇すべての生徒

にとって居場

所のある魅力

的な学校づく

りの実現 

〇小規模校のメリットを生かし、きめ細かい生徒指

導、教育相談体制を充実させる。 

〇生徒指導主任・教育相談主任と連携し、いじめ防止

に向けた取組や自己肯定感を高める取組を実施す

る。 

〇いじめ防止対策委員会を開催し、家庭、地域との連

携を深める。 

〇学校評価生徒アンケートより「桜山中

は、いじめや差別のない学校づくりに

取り組んでいるか。」の問いに対して

肯定的な回答（93.3％）が維持できた

か。 

〇学校評価生徒アンケートより「桜山中

は、いじめや差別のない学校づくりに取

り組んでいるか。」の問いに対して肯定

的な回答（93.4％）となり維持できた。 

 

Ｂ 

〇不登校支援の個別性に課題があるため、少人数

の良さを生かした授業改善と相談体制の充実、

家庭・地域との連携を進める。 

〇いじめ防止の取組は一定の成果が見られるもの

の継続的な情報共有と理解促進が必要であり、

工夫と連携強化を進める。 
 

〇SDGs 学習や薬物乱用防止教室や子

育て講座、スクールロイヤーの講

義など、多様な取組みと生徒の活

躍が高く評価された。 

〇業務改善で生まれた時間を、生徒

への深い理解やきめ細かな対応に

充てることが、ICT活用の真の目的

との意見が共有された。 

〇世界中で紛争が絶えない現代おい

て、平和教育の意義についても意

見があった。 

〇きめ細かな教

育相談活動及

び不登校対策 

〇生徒指導部会、教育相談部会の毎週開催による情報

共有と方策の検討を実施する。 

〇関係諸機関(児童相談所、医療機関、教育相談室等)

と連携するとともに毎学期、情報交換を実施する。 

〇SSSPを推進し、スクールダッシュボードを活用し迅

速に対応する。 

〇不登校傾向生徒が、専門職や外部機関の支

援を受けている生徒の割合が５０％以上

か。 

〇心と生活のアンケートにおいて元気度が前

年度（18.3）より向上したか。 

〇不登校傾向生徒が、専門職や外部機関の支援を

受けている生徒の割合が５０％以上となった。 

〇心と生活のアンケートにおいて元気度は

18.2で横ばいであった。 

 

Ｂ 

〇不登校傾向生徒への支援は一定の成果が見られ
るものの、安心して関われる居場所の再周知を
進め、継続的に支援の充実を図る。 

〇支援の質をさらに高めるため早期兆候の把握と
迅速な対応を徹底し、SSSP やダッシュボードの
データを活用し支援の優先順位を明確にする。 
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〈現状〉 

〇令和６年度ＰＴＡを廃止し、ＳＳＴ（桜山中サポート

チーム）がスタートした。任意加入制ボランティア団

体として運営している。 

〇地域と連携した取り組みや体験的な学習が少なくなっ

ている。 

〈課題〉 

〇地域や保護者と連携した取組の拡充が必要である。 

〇令和８年度は、各学年１クラスずつになることを想定

して、教職員の減少が見込まれる。分掌や部活動顧問

等一人で複数担当している現状と体制の見直しについ

て、ご理解を求める必要がある。 

〇「地域ととも

にある学校」

の実現 

〇保護者会や学校公開日を学期に１回以上実施する。 

〇学校運営協議会にて熟議を通し、目指す児童・

生徒の姿、現状と課題について家庭、地域と共

有する。 

〇SST（桜山サポートチーム）会議、いじめ防止

対策委員会等を開催し、家庭、地域との連携を

深める。 

〇学校評価（教職員）「授業や行事

等に、積極的に地域の人材や施設

の協力を得ることができている

か。」を前年度(84.2％）より向

上させたか。 

〇学校評価(教職員)「授業や行事等

に、積極的に地域の人材や施設の協

力を得ることができているか。」で

は、前年度の 84.2％から 100％へと

向上した。 

Ａ 

〇地域人材の参画が特定行事に偏るため、SST

の協力を得て年間を通した継続的参加体制

をさらに整備する。 

〇 保護者会や公開日の参加率に差があるた

め、参加しやすいよう情報発信の工夫をさ

らに強化する。  

〇職員数減少に伴う環境管理の負担 

 軽減のため、地域の方から除草作業 

に協力したいとの強い要望が共有

された。 

〇協同作業は、授業中には見ること

のできない生徒たちの生の様子を 

知る貴重な機会であるとの意見を 

いただいた。  

〇生徒のエージ

ェンシー発揮

を支える取組

の実現 

〇避難所運営委員会や地域企業等と連携し、生徒が活

躍できる場を意図的に設定する。 

〇学校地域連携コーディネーターと連携し、地域の学

習環境・教育資源を活用する。 

〇生徒が地域行事等に参加し、学校活動の紹介や地域

の協働企画を行い実施する。 

〇学校評価「桜山中生は地域に貢献

しようとしている」（新設）につ

いて 75％を超えたか。 

〇学校評価「桜山中生は地域に貢献し

ようとしている」では、目標値 75％

を大きく上回る 88.8％という高い達

成率を示した。 

Ａ 

〇地域連携の偏りが課題で、生徒のエージェ

ンシーを高める活動機会を拡充する。 

〇教職員減による負担増が課題で、地域の協

力体制をより円滑に築き役割分担を見直して

活動の質と継続性を確保する。 
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〈現状〉 

〇学校に配当される予算は学校規模（学級数、生徒数等）が

反映されるため、令和７年度は前年度と比較して同程度ま

たはやや減額の可能性ある。 

〇現在は３年２クラス、１・２年１クラス、特別支援学級２

クラスであるが、令和８年度は各学年１クラスずつにな

る。 

〈課題〉 

〇教室配置や空き教室の有効的な活用及び教員配置の工夫に

ついて考える必要がある。 

〇体育館への空調設備の設置工事（３学期）が行われるた

め、その間の保健体育や部活動の活動場所を確保する必要

がある。 

〇端末の管理方法について、体制を再構築する必要がある。 

〇安心・安全

な学校の実

現 

〇感染症や熱中症の予防だけでなく、事故０を目

標に安全・安心な学校づくりを引き続き推進す

る。 

〇教室等への網戸設置を進める。 

〇避難訓練等を確実に実施し有事備える。 

〇危機管理対応マニュアルを職員に周知し日々の

学校経営に活用する。 

〇経年劣化を踏まえ、学校評価（教職員）「施

設・設備は学習環境として満足できるものか」

（89.4%）を維持したか。 

〇経年劣化を踏まえ、学校評価保護者アンケート

より「桜山中の施設・設備は、学習環境として、

ほぼ満足できるか。」の肯定的な回答が前年度

（72.0％）を維持したか。 

〇学校評価（教職員）経年劣化を踏まえ「施設・設備

は学習環境として満足できるものか」では、前年度

の 89.4％に対し 88.9％と、ほぼ横ばいで推移した。 

〇学校評価保護者アンケートより「桜山中の施設・設

備は、学習環境として、ほぼ満足できるか。」で

は、肯定的回答が 65.4％となり、目標を下回った。 

   

Ｂ 

〇施設・設備の満足度向上に向け、経年劣化

を踏まえた計画的な補修と環境整備を進め、

学びに適した環境を維持する。 

〇端末管理体制の見直しが求められるため、

学年や担当間で役割を整理し、運用ルールを

再構築して管理の一貫性を高める。 

 

〇教育環境の整備については、地域

への発信として、自治会などを通

じて地域全体に協力を呼びかける

との意見が共有された。 

 

  

〇 「 学 び の

場」にふさ

わしい教育

環境づくり

の実現 

〇校内安全点検や校内巡回をもとに施設設備の安

全確認を行う。 

〇学年主任と連携し、適切な端末の管理を徹底す

る。 

〇本市のゼロカーボン推進について周知し、光熱

費削減に努める。 

〇体育館使用について近隣校と連携する。 

〇学校評価（教職員）「学校内の安

全点検が機能しているか。」を前

年度（89.4%）より向上したか。 

〇学校評価（教職員）「学校内の安全

点検が機能しているか」を向上させ

る。」では、前年度と同様の 89.4％

であった。 
 

   

Ｂ 

 

 

〇安全点検の実効性を高めるため、点検手順

の共有と巡回の質向上を図り、安心して過

ごせる学校環境の確保を継続する。 

〇学級数減少に伴う学校規模の変化を見据

え、教室配置の最適化と空き教室の有効活

用を進め、学習環境の安定を図る。 
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〈現状〉 

〇職員間の業務に協力して取り組む姿勢があり、互い

にフォローし合う職場環境が比較的整っている。 

〇採用５年以下の教員が４割近くおり、小規模校であ

るが故に教科の研修機会が少ない。 

〇職員の研修意欲は比較的高い。 

〈課題〉 

〇小規模校ゆえに校内事情から研修会への参加しにく

い状況を改善する必要がある。 

〇「教員は学校で育つ」という視点でＯＪＴを推進す

る必要がある。 

〇校務分掌や部活動顧問等、業務改善が図れるよう見

直しをする必要がある。 

〇服務規律の

遵守 

〇不祥事根絶のための校内研修用事例集を活

用し研修を行う。 

〇さいたま市学校業務改善ハンドブックを活

用し研修を行う。 

〇倫理確立委員会を活用させ多様な意見を集

める。 

〇学校評価（教職員）「電子データ等の情報

管理は適切に行われているか。」を前年度

（78.9％）より向上したか。 

〇学校評価（教職員）「さいたま市教職員行

動指針を踏まえた職場環境であるか」（新

設）について 75％を超えたか。 

〇学校評価（教職員）「電子データ等の情報管理

は適切に行われているか」では、100％となり、

大きく向上した。 

〇「さいたま市教職員行動指針を踏まえた職場環

境であるか」では、目標値を大きく上回る100％

の結果であった。 

Ｂ 

〇服務規律の意識を継続して高めるため、

事例集や行動指針を活用した研修を充実

させ、職場の信頼性を維持する。 

〇小規模校で研修参加が難しい状況を踏ま

え、校内外の研修参加を促す体制を整え OJT

を計画的に進め教員の専門性向上を図る。 

 

〇子どもたちが ChatGPT等の AIを日 

 常的に利用し始めている現状を受 

け、教員側もその特性やリスク 

（不適切な回答など）についても勉

強し続ける必要があるとの認識が

共有された。 

〇ICTは教育の質の向上と、学校運

営の効率化の両面において、令和

8年度の経営方針の大きな柱（教

育 DX）として位置づけられたこと

が評価された。 

〇働き方改革の

推進及び気持

ちよくキャリ

ア形成に励め

る職場環境づ

くり 

〇teams等を活用し業務を効率化させる。 

〇教職員の働き方改善のため、対応困難な家庭につい

て、外部機関と日常的な連携を行う。 

〇社会の変化等を踏まえて新たに学ぶべき知識・技能

の方向性を提示し自己啓発を促す。 

〇全国教員研修プラットフォームを活用し、資質向上

を図る。 

〇学び合いを促進する風土を醸成し、教師が安心して

職能開発できる環境を整備する。 

〇全教職員が、自らの目標に向けての研修

に取り組み、９０%以上目標達成できた

か。 

〇教職経験５年以下の教員学びの指標で学

びのポイント「じ・し・ゃ・ク」の意識

度ＡＢの割合が前年度（100％）を維持し

たか。 

〇全教職員が自らの目標に向けて研修に取り組

み、90％以上が目標を達成した。 

〇教職経験 5 年以下の教員について、学びの指

標「じ・し・ゃ・ク」の意識度 A・B の割合

は、前年度（100％）を維持した。 

  

Ｂ 

〇働き方改革を進める上で業務量管理・健康確

保措置実施計画を策定し、教職員の業務量の

適正化と健康確保に向けた取組を推進する。   

〇全国研修プラットフォーム等を活用し学び

合いの風土を育てるとともに、校内研修の計

画性向上や ICT 活用を図り、業務に生かせる

研修設計と協働的学びの機会を充実させる。   
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